
NCO-01
テキストボックス
参考１



　
「
知
床
科
学
委
員
会
し
ん
ぶ

ん
」
と
し
て
関
連
会
議
の
後

に
つ
く
ら
れ
ま
す
。
7
月
に

は
エ
ゾ
シ
カ
・
陸
上
生
態
系

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
し

ん
ぶ
ん
が
届
い
た
と
思
い
ま

す
。
遺
産
地
域
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
や
、
そ
の
課
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
最
新
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の

②
遺
産
地
域
内
で
の
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
会
議
の

後
に
斜
里
町
と
羅
臼
町
の
全

戸
へ
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
ウ

ト
ロ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

や
羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
に
も
置
か
れ
ま

す
。

　

講
師
は
、
科
学
委
員
会
や
関
連

会
議
の
先
生
方
で
す
。「
し
れ
と
こ

科
学
教
室
」
と
し
て
、
７
月
25
日

に
羅
臼
町
で
桜
井
先
生
（
根
室
海

峡
の
ス
ケ
ソ
漁
）
と
牧
野
先
生
（
地

球
温
暖
化
と
知
床
の
水
産
業
）、
８

月
17
日
に
斜
里
町
で
石
川
先
生
（
シ

カ
が
知
床
の
風
景
を
変
え
る
）
に

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
第
３
回

は
10
月
15
日
（
予
定
）
に
中
村
先

生
を
講
師
と
し
て
、
河
川
に
設
置

さ
れ
た
ダ
ム
に
改
良
が
加
え
ら
れ

た
現
場
で
周
辺
環
境
や
サ
ケ
類
の

知
床
の
保
全
管
理
の
『
今
』
を

　
　
　
　

地
元
の
皆
様
へ
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
み
な
さ
ま
へ
情
報
を
き

ち
ん
と
提
供
す
る
こ
と
の
方
法
と

し
て
、
そ
の
年
に
何
が
起
こ
っ
た

の
か
が
1
冊
で
分
か
る
よ
う
に

「
知
床
白
書
」
が
作
ら
れ
ま
す
。

内
容
は
、
遺
産
地
域
の
自
然
環

境
、
利
用
状
況
や
管
理
状
態
に

つ
い
て
の
情
報
整
理
と
各
種
取

り
組
み
な
ど
で
す
。
平
成
21
年

度
よ
り
試
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
3
年
間
を
か
け
て
構
成
を

確
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
会
議
で
は
平

成
22
年
度
版
の
素
案
を
も
と
に
、

掲
載
す
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

遡
上
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

7 月に発行された「知床科学委員
会しんぶん」第 1号

※

知
床
白
書
は
「
知
床
デ
ー
タ
セ
ン　

　

 

タ
ーH

P

」
に
載
っ
て
い
ま
す
。

科
学
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
会
議
で
の
話
し
合

い
の
内
容
、
遺
産
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
調
査

研
究
活
動
や
保
全
管
理
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
を
地
元
両
町
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8
月
17
日
の
科
学
教
室 

←

石川先生と一緒に、シカの食圧で植生が変
わったフレペの滝遊歩道を歩きました。
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知
床
半
島
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画

は
、
エ
ゾ
シ
カ
を
適
正
に
管
理
す

る
た
め
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰

が
」「
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
」「
何

を
行
う
の
か
」
を
定
め
た
計
画
書

で
す
。
遺
産
地
域
内
の
エ
ゾ
シ
カ

の
管
理
は
、
全
て
こ
の
管
理
計
画

に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

　

5
年
お
き
に
内
容
の
見
直
し
を

行
う
こ
の
計
画
は
、
2
0
1
2
年

3
月
末
に
切
り
替
え
の
時
期
を
迎

え
ま
す
。
会
議
で
は
、
2
0
1
2

年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
2

期
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画
に
つ
い

て
、
内
容
の
最
終
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
計
画
は
、
住

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

②
次
な
る
知
床
半
島
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画
へ
！

ト
を
通
じ
て
広
く
一
般
の
み

な
さ
ま
の
意
見
を
頂
戴
し
、

正
式
に
最
終
決
定
す
る
予
定

で
す
。

①
植
生
指
標
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
に
つ
い
て

　

遺
産
地
域
内
で
シ
カ
を
捕
獲
す

る
目
的
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
生

態
系
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

で
す
。
植
生
に
深
刻
な
被
害
が
出

て
い
る
地
域
は
な
い
か
、
捕
獲
事

業
を
行
っ
て
い
る
地
域
の
植
生
が

順
調
に
回
復
し
て
い
る
の
か
を
、

関
係
機
関
が
協
力
し
な
が
ら
継
続

し
て
監
視
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
が

始
ま
っ
て
4
年
が
経
過
し
た
知
床

岬
地
区
で
は
、
越
冬
す
る
エ
ゾ
シ

カ
の
減
少
に
伴
い
、
草
原
台
地
上

の
ク
マ
イ
ザ
サ
の
植
被
率
や
高
さ

が
増
加
す
る
な
ど
、
植
生
が
徐
々

　

知
床
の
エ
ゾ
シ
カ
管
理
の

考
え
方
「
知
床
半
島
エ
ゾ
シ

カ
保
護
管
理
計
画
」
や
、
こ

の
冬
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ

い
て
、
住
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

12
月
14
日
（
水
）

　
　
　

18
時
〜
20
時　

12
月
12
日
（
月
）

　
　
　

18
時
〜
20
時

い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
・
予

約
不
要
で
す
。

に
回
復
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
を
捕
獲
す
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
エ

ゾ
シ
カ
の
個
体
数
で
は
な
く
、

植
生
の
状
況
に
応
じ
て
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
項
目
を
物
差
し
と

し
て
調
査
す
る
か
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
会
議
で
は
、
こ
の

物
差
し
と
な
る
項
目
を
ど
の

よ
う
に
設
定
す
る
か
、
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

▲亜高山帯での植生調査の風景

羅
臼
町
役
場

　
　
　

１
階
会
議
室

知
床
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

　
　

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

場
所

場
所

日
時

日
時

【
斜
里
】

【
羅
臼
】
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エ
ゾ
シ
カ
・
陸
上
生
態
系

　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

知
床
世
界
自
然
遺
産
地

　
　
　
　
域
科
学
委
員
会

海
域
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

適
正
利
用
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
　

　
　
　
　
　
　
　   

検
討
会
議

河
川
工
作
物

　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

ヒ
グ
マ
保
護
管
理
方
針

　
　
　
　
　
　
検
討
会
議

河川工作物
アドバイザー会議 № 1

　知床はサケの遡上に代表される海と森のつ
ながりが評価されて、世界自然遺産に登録さ
れました。一方で、土砂災害を防ぐためにダ
ムが作られてきましたが、これらはサケが遡
上する障害にもなっています。河川工作物ア
ドバイザー会議では、災害から生活を守りな
がらサケも遡上できるように、防災やサケの
専門家が行政機関に対して、ダムの改良工事
やサケの遡上調査について助言をしています。

　改良前に比べて、たくさんのサケがダムの上流まで遡上し、産卵床を作るようになりました。産卵床というのは、サケが川
底を掘って卵を産み、埋め戻した場所のことです。羅臼町のサシルイ川では、４年前にサケがのぼりやすいように魚道の改良
を行いました。改良後に行った調査からは、これまでダムの手前で産卵していたサケが上流で産卵するようになり、産卵床の
数も増えたことがわかっています。

▲ 改良後のダムを遡上するカラフトマス（斜里町ルシャ川　越野陽介撮影）

▲ シロザケの産卵床　 （羅臼町サシルイ川　2007年12月） ▲ 上流域におけるカラフトマスの産卵床数の増加（羅臼町サシルイ川） 

６月23日に羅臼川（羅臼町）とイワウベツ川
（斜里町）で現地検討会を行い、24日に斜里
町産業会館で漁業関係者の方も交えて意見交
換会を開きました。

中村　太士【座長】（北海道大学　　　教授）
帰山　雅秀　　　  （北海道大学　　　教授）
小宮山英重　　　  （野生鮭研究所　　所長）
妹尾　優二　　　  （流域生態研究所　所長）
丸谷　知己　　　  （北海道大学　　　教授）

今回の
会　議

構　成
メンバー

◦河川工作物
　アドバイザー会議って？

産卵床

別なサケの
産卵床

➡

➡

必見！
TOP

IC サケは遡上しやすくなったの？

サシルイ川サシルイ川

斜里町斜里町
羅臼町羅臼町
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■問合せ先■

北海道森林管理局　企画調整部　保全調整課
〒064−8537
札幌市中央区宮の森3条7丁目70番
ダイヤルイン：011−622−5231
FAX：011−622−5194

■発　行：林野庁北海道森林管理局
■制　作：株式会社エコニクス
■発行日：2011年10月８日

今回
話し合った

こと

◦ 羅臼川（羅臼町）における砂防ダムの改良工事について
◦ イワウベツ川（斜里町）における治山ダム改良の効果について
◦ サケに関する長期モニタリングについて

　今回の現地検討会では、ダムの上流に堆積している土砂を
どのように処理していくのかという意見がでました。ダムに
スリットを入れた後に、堆積していた土砂をそのままにして
おくと、海が濁ることも心配されます。しかしながら、漁業
関係の方々にも検討していただいた結果、サケの産卵環境に
は上流から小さな砂利が流れてくることが必要であり、堆積
している土砂は濁りの少ない粗いものであることから、自然
に任せて流すことにしました。 ▲ 現地検討会の様子（斜里町赤イ川）

　世界遺産の区域内を流れる５河川で、13基のダムを改良すること
を目標にしてきましたが、順次改良が進み、残すところあと１基と
なりました。
　今年度は羅臼川のビジターセンター前にある砂防ダムでスリット

（切り込み）を入れる工事を進めています。
砂防ダムのスリット化工事（羅臼町羅臼川　2011年7月）▶

93

親魚確認数
(匹/100ｍ)

51～ 75
26～ 50
 １～ 25
ダム

76～100

イワウベツ川イワウベツ川

斜里町斜里町

赤イ川赤イ川
白イ川白イ川

ピリカベツ川ピリカベツ川

2010年改良の治山ダム

イワウベツ川イワウベツ川

斜里町斜里町
羅臼町羅臼町

カラフトマスの遡上状況 ▶
（斜里町イワウベツ川　2011年9月）  　

10月15日に第３回しれとこ科学教室が開かれます！

サケも大事、生活も大事

今年度のダム改良工事について

注
目

注
目

注
目

　河川と森林の関わりについて長年研究・実践してきた北海道大学農
学部の中村太士教授が、「海と森のつながりを取り戻せ！」と題して、
斜里町イワウベツ川の現地でダム改良の方法やその効果についてお話
します。斜里町のイワウベツ川では、５年前から計６基のダムの改良
工事が行われ、昨年の秋にすべての工事が終わりました。今年９月に
行った調査では、改良を行ったダムの上流までサケが遡上している様
子が確認されています。みなさまのご参加をお待ちしています。

● 日　　時：10月15日（土）　13：00 〜 16：00
● 集合場所：岩尾別ユースホステル（斜里町字岩尾別） 
● 参 加 費：無　料
＊事前申し込みが必要です。詳しい点は、

知床財団（0152ー24ー2114）
 まで、お問い合わせください。
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図：斜里町におけるヒグマの目撃数

ウトロの海岸に
出没したヒグマ
の親子

??? 顔
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こ
れ
ま
で
こ
の
会
議
で
は
、

1
年
間
を
か
け
て
管
理
方
針

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
人

と
ヒ
グ
マ
が
う
ま
く
共
存
し

て
い
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な

方
針
が
必
要
な
の
か
と
い
う

視
点
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
ヒ
グ
マ
管
理
活
動
を
も
と

に
、
こ
の
管
理
方
針
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

次
の
段
階
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
こ
の
管
理
方
針

を
説
明
し
、
意
見
を
伺
う
予

定
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方

の
意
向
を
調
査
す
る
た
め
、

ヒ
グ
マ
に
関
す
る
意
識
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予

将
来
ヒ
グ
マ
を
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
し
て
い
く
の
か

定
で
す
。
こ
の
管
理
方
針
を

決
定
す
る
う
え
で
、
実
際
に

知
床
に
暮
ら
す
地
域
の
方
の

意
見
は
非
常
に
重
要
で
す
。

地
域
の
方
が
合
意
で
き
る
管

理
方
針
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
説
明
す

る
場
と
し
て
、
今
年
度
中
に

斜
里
町
、
羅
臼
町
、
標
津
町

で
そ
れ
ぞ
れ
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
説
明
会
を

通
じ
て
頂
い
た
皆
さ
ま
の
意

見
を
踏
ま
え
、
管
理
方
針
は

平
成
24
年
度
ま
で
に
決
定
す

る
予
定
で
す
。 

 

地
域
の
方
が
合
意
で
き
る

　
　
　
　
　
　

管
理
方
針
を
目
指
し
て

　

10
年
後
、
20
年
後
、
知
床
の

人
や
ヒ
グ
マ
を
取
り
巻
く
環
境

は
現
在
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
ヒ
グ
マ
に
よ
る

被
害
を
最
小
化
し
な
が
ら
、
知

床
半
島
の
ヒ
グ
マ
を
存
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
こ
の
中

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
ヒ
グ
マ
対
策
に
使
う

コ
ス
ト
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
を

ど
う
振
り
分
け
、
そ
れ
に
よ
っ

て
将
来
ど
う
な
る
か
を
ま
と
め

た
「
将
来
シ
ナ
リ
オ
」
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

管
理
方
針
は
計
画
期
間
を
5

年
と
し
て
お
り
、
5
年
毎
に
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、将
来
に
わ
た
っ

て
人
と
ヒ
グ
マ
が
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ヒ
グ

マ
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
、

も
っ
と
未
来
を
見
据
え
た
中
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
現
在
よ
り
ヒ
グ
マ

に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
の
か
、

よ
り
や
さ
し
い
姿
勢
で
臨
む
の

か
。
ヒ
グ
マ
の
管
理
に
か
け
る

コ
ス
ト
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
ど
の

く
ら
い
が
適
当
な
の
か
。
電
気

柵
な
ど
の
予
防
対
策
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
な
ど

様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

↓ウトロの市街地を囲む電気柵

電気柵はヒグマの侵入防止に有効です。
しっかり電気が流れているか、日々の
メンテナンスが欠かせません。




